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測量器機を操作する大川通久 (右端)
(大川幸作氏所蔵 )

明治10年 (1877)頃 の撮影であることが付記されているが、だとすると内務省地理局勤
務時代である。同省や同局の同僚には沼津兵学校の元教授・生徒が少なくなかったが、
大川同様測量の知識・技術を買われた人々だった。

や 業  新 転 並 し つ と 川 し 四 二  ら 通 そ う に 明 建 が 学
羅 生 兵 知 任 に た た め 梅 た 年 期 大 れ 久 し 象 よ し て、

｀
校 沼

紗 に 学 識 し な 役
°
た 翁 明 ⌒ 資 川 て で て 額 る た ら 初 記 津    シ

な 及 校 の て つ 職 御 人 ⌒ 治 一 業 は
ど 第 で 吸 い た

゛tt° 和 元 八 生 旧
を し は 収 る が 通 見 同 作 年 四 だ 名
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学
校
付
の
修
業
兵
の
訓
練
担
当
に
な
る

な
ど
、
生
徒
の
中
で
は
指
導
的
な
立
場

に
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
、
寄
留
先
で
あ

る

一
等
教
授
並
渡
部
温
に
英
語
を
学
ん

で
も
い
る
。

明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
五
月
、
兵

学
校
の
廃
止
に
よ
り
上
京
、
陸
軍
教
導

団
に
編
入
さ
れ
無
級
専
業
生
と
な
る

が
、
同
年
九
月
に
退
学
、
近
藤
真
琴
の

世
話
で
海
軍
兵
学
寮
に
入
る
が
や
は
り

中
途
退
学
し
た
。
そ
し
て
翌
年
二
月
に

は
大
蔵
省
土
木
寮
に
奉
職
し
た
。
五
年

十
月
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
は
、
沼
津

で
同
窓
だ
っ
た
芳
賀
可
伝

（第

一
期
資

業
生
Ｙ

成
沢
知
行

（第
二
期
資
業
生
）

と
い
っ
し
ょ
の
も
の

が
あ
り
、
仲
間
同
志

連
絡
を
と
り
な
が
ら

そ
の
後
の
就
職
先
を

選
ん
だ
の
か
も
し
れ

大
川
は
沼
津
で
学
ん
だ
測
量
技
術
を

生
か
し
大
蔵
省

・
内
務
省

・
農
商
務
省

で
仕
事
を
続
け
て
い
く
。
全
国

へ
出
張

し
測
量
に
あ
た
っ
た
。
し
か
し
明
治
二

十
六
年
九
月
に
は
官
を
辞
し
、
東
京
神

田
淡
路
町
で
清
華
堂
と
い
う
地
図
専
門

の
印
刷
会
社
を
開
い
た
。
兵
学
校
記
念

碑
の
碑
文
の
揮
宅
は
そ
の
頃
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
が
、

彼
は
理
科
系
の
技
術
者
で
あ
っ
た
の
み

な
ら
ず
、
書
画

ｏ
象
刻

・
茶
道

・
華
道

・

写
真
な
ど
に
通
じ
た
文
人

・
趣
味
人
で

も
あ
っ
た
。
使
用
し
た
雅
号
は
竹
州

・

）

大
子
祐

・
好
古
庵

・
台
北
な
ど
。

明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
十

一
月

十
八
日
、
五
十

一
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

実
練
院
修
道
通
久
居
士
。

彼
と
彼
の
父
梅
翁
が
兵
学
校
時
代
に

書
き
残
し
た

「沼
津
兵
学
校
人
名
簿
」

は
兵
学
校
の
人
的
構
成
を
知
る
た
め
の

貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
お
り
、
同
家
に

保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
当
館
に
寄

贈
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
『沼

津
市
博
物
館
紀
要
』
２．
に
お
い
て
翻
刻
、

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た

次
第
で
あ
る
。

T路腐1獣基l某・矢橋
い 裕 (大川幸作氏所蔵 )

[鰐
に
な で で い 軍 出 賀 な
つ 同 は る 人 仕 は い
て 窓 や

°
の
｀
内
°

い だ は ま 道 成 務 ち
る つ り た を 沢 省 な°
た 兵 土 選 は 駅 み
矢 学 木 ん 陸 逓 に
橋 校 寮 で 軍 寮 芳

明治 5年 (1872)10月 5日
左より成沢知行・大川通久・芳

賀可伝 (大川幸作氏所蔵)

大川は陸軍兵学寮を退校した
直後。3人とも沼津兵学校資
業生出身。

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

①

大
平
村
の
国
学
者

・
原
孝
平

―
―

沼
津
の
国
学

・
補
遺
と
し
て

―
―

一
九
八
八
年
、
当
館
で
は

「草
芥
の

国
学
と
明
治
維
新
」
と
い
う
企
画
展
を

開
催
し
、
沼
津
市
域
の
無
名
の
国
学
者

た
ち
を
紹
介
し
た
。
そ
の
中
に

一
人
、

氏
名

・
村
名
は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
ど

の
家
の
誰
な
の
か
を
特
定
で
き
な
か
っ

た
人
物
が
い
た
。
明
治
二
年

（
一
八
六

九
）
十

一
月
に
篤
胤
の
没
後
門
人
と
し

て
平
田
家
に
入
門
し
た
駿
河
国
駿
東
郡

大
平
村
の

「原
高
平
」
と
い
う
人
が
そ

れ
で
あ
り
、
当
館
編
の
図
録
で
は

「経

歴
不
詳
」
と
す
る
ほ
か
な
か
っ
た

（『沼

津
の
国
学
』
、
三
二
頁
）。

そ
れ
か
ら
十
年
近
く
過
ぎ
た
最
近
、

彼
の
素
性
が
判
明
し
た
。
以
下
、
彼
に

つ
い
て
わ
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み

卜
で
ワ
。

平
田
の
門
人
録
翁
新
修
平
田
篤
胤
全

集
』
別
巻
）
に
は

「原
高
平
」
と
あ
る

が
、
「原
孝
平
」
が
正
し
い
。
弘
化
元
年

（
一
八
四
四
）
五
月
十
三
日
の
生
ま
れ
、

亡
く
な
っ
た
の
は
大
正
四
年

（
一
九

一

五
）
六
月
十

一
日
、
七
十
三
歳
で
あ
る
。

平
田
入
門
時
の
年
齢
が
二
十
七
歳
だ
っ

た
と
い
う
の
に
も
符
合
し
て
い
る
。

孝
平
は
伊
豆
国
田
方
郡
加
殿
村

（修

善
寺
町
）
の
豪
農
仁
科
伊
右
衛
門
安
重

（照
武
と
も
）
の
次
男
に
生
ま
れ
、
大

平
村
の
原
家
の
婿
養
子
と
な
っ
た
。
妻

は
満
佐
子
と
い
い
、
大
平
村
の
豪
農
原

専
助
隆
定
の
次
女
で
あ
っ
た
。
こ
の
原

家
は
安
兵
衛
を
襲
名
し
た
有
力
な
家
の

分
家
で
、
瑞
平
・専
助
を
襲
名
、
「新
宅
」

と
呼
ば
れ
た
家
で
あ
る
。
近
世
後
期
、
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原
家
を
含
め
大
平
村
に
は
俳
諧
を
嗜
ん

だ
者
が
多
か
っ
た
が
、
国
学
の
浸
透
は

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
。
孝
平
の
国

学
入
門
に
は
、
む
し
ろ
実
家
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
。

孝
平
の
実
兄
は
仁
科
政
右
衛
門
栄
正

（
一
八
三
六
～
七
九
）
と
い
い
、
父
同

様
村
の
名
主
を
つ
と
め
、
旗
本
酒
井
壱

岐
守
の
勘
定
役
に
も
な
っ
た
人
で
あ
る

電
静
岡
県
現
住
者
人
物

一
覧
５
。
そ
の

兄
は
孝
平
よ
り
も

一
足
先
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
五
月
九
日
に
平
田
門
下

に
入
門
し
て
い
た
。
栄
正
と

一
日
違
い

で
入
門
し
た
者
に
君
沢
郡
北
江
間
村

（伊
豆
長
岡
町
）
の
浜
村
半
右
衛
門
義

恭
が
い
た
が
、
浜
村
家
は
栄
正

・
孝
平

の
母
久
仁
子
の
実
家
で
あ
り
、
義
恭
は

従
兄
弟
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
、
血
縁
・姻
戚
関
係
を
通
じ
て
兄
弟
・

従
兄
弟
同
志
で
国
学
問
人
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
彼
ら
の
姻
戚
の
中
で
も
も
っ

と
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、

『増
訂
豆
州
志
稿
』
の
編
者
で
伊
豆
を

代
表
す
る
平
田
国
学
者
、
君
沢
郡
小
坂

村

（伊
豆
長
岡
町
）
の
萩
原
正
平

（
一

八
三
八
可
九

一
）
で
あ

っ
た
。
正
平
の

妻
奈
加
子

入
一
八
二
九
～

一
九

一
八
）

７

は
仁
科
家
の
出
で
、
栄
正
の
妹
、
孝
平

の
姉
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
孝
平
た
ち

は
萩
原
と
義
兄
弟
の
間
柄
だ
っ
た
。
文

久
三
年

（
一
八
六
三
）
入
門
の
萩
原
は

伊
豆
の
平
田
門
下
で
は
先
輩
格
で
あ

り
、
栄
正

・
義
恭

・
孝
平
の
入
門
に
あ

た
っ
て
は
い
ず
れ
も
紹
介
者
と
し
て
名

を
添
え
て
い
る
。

さ
て
、
原
孝
平
は
明
治
八
年
か
ら
十

年
に
か
け
て
は
韮
山
の
龍
城
学
校
で
三

等
授
業
生
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る

電
韮
山
町
史
』
第
七

巻
、
四
三

一
頁
）
。
明
治
十
二
年

（
一
八

七
九
）
に
君
沢
郡
谷
田
村

（三
島
市
）

に
移
住
、
以
後
同
地
で
暮
ら
し
た
。
妻

の
実
家

「新
宅
」
の
地
主
と
し
て
の
所

有
地
が
同
村
に
も
あ
っ
た
た
め
、
土
地

を
分
け
て
も
ら
い
分
家
し
た
の
で
あ

る
。
自
宅
に
は
よ
く
人
を
招
き
歌
会
を

開
い
て
い
た
と
い
う
。
彼
と
妻
満
佐
子

の
墓
は
三
島
市
谷
田
の
長
泉
寺
に
あ

る
。
な
お
、
息
子
の
直
美
は
大
正
期
に

錦
田
村
長
を
つ
と
め
て
い
る
。

〈協
力
者

・
参
考
〉

原
美
雄
氏
、
小
川
近
氏
、
原
武
雄
氏
、

原
家
墓
碑
、
仁
科
家
墓
碑
、
萩
原
家

墓
碑
な
ど

加
殿
村
　
　
　
　
　
　
　
（照
¨

仁
科
伊
右
衛
門
安
重

一丁
久
仁

北
江
間
村
浜
村
半
右
衛
門

く
原
孝
平
旧
蔵

平
田
篤
胤
肖
像

（原
美
雄
氏
所
蔵
）

平
田
篤
胤
の
後
継
者
銭
胤
は
、
篤
胤
の
肖
像
画
を

全
国
の
門
人
た
ち
に
頒
布
し
た
ら
し
い
。
持
田
穂

平
次

・
富
士
萬
ら
沼
津
市
域
の
他
の
門
人
宅
に
も

同
様
の
肖
像
画
が
残
さ
れ
て
い
る
。

浜
村
半
九
郎
義
恭
―
―
浜
村
理
平

大
慮
グ
兵
衛
隆
久
　
　
原
安
兵
衛
（宗
佐
）―
原
隆
義
Ｉ
Ｐ
Ｉ
原
安
兵
衛
隆
治
―
原
安
平
（南
翁
）

原
瑞
平
賀
隆
―

原
専
助
隆
定
｛
［
［
瑞
平
隆
佳

満
佐
子

谷
田
村
　
一丁

原

直

美

原孝平 をめぐる姻戚関係図

(一部推定を含む)

〔
）

>原 孝平 肖像
(原美雄氏所蔵 )
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史
料
目
録
２．

『日
吉

・
高
田

・
沢
田

区
有
文
書
目
録
』
（Ｂ
５
版

・
八
六
頁

・

頒
価
八
〇
〇
円
）
、
２０
『西
沢
田
平
松
家
・

東
沢
田
樋
田
家
文
書
目
録
』
（Ｂ
５
版
・

一
八
四
頁
・
頒
価

一
〇
〇
〇
円
）
。
資
料

検
索
に
ご
利
用
下
さ
い
。

体
裁

一
Ｂ
５
版
　
一
〇
二
頁

頒
価

一
一
〇
〇
〇
円

内
容

一
樋
口
雄
彦

「沼
津
掃
苔
録
」
、
同

「史
料
紹
介
　
沼
津
兵
学
校
人
名
簿
」
、

瀬
川
裕
市
郎

「堅
魚
木
簡
に
見
ら
れ
る

堅
魚
な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
」
、
笹
原
芳

郎

「箱
根
西
麓
下
原
遺
跡
の
分
析
」

館

ロ
ビ
ー
で
放
映
し
て
い
る
ビ
デ
オ

に
新
た
に

「銃
後
の
沼
津
」
が
加
わ
り

ま
し
た
。
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）

に
出
征
兵
士
の
慰
間
用
に
制
作
さ
れ
た

映
画
フ
ィ
ル
ム
を
も
と
に
、
解
説
を
付

け
加
え
編
集
し
た
も
の
で
す
。

休
館
日
は
４
月
２８
日

（月
）
、
４
月
３０

日

（水
）
、
５
月
６
日

（火
）
で
す
。
こ

れ
以
外
の
日
は
開
館
し
ま
す
。

５
月
１９
日

（月
）
は
江
原
素
六
の
墓

前
で
記
念
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
館
で

は
無
料
で
展
示
室
を
開
放
し
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ

「
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集

山
口
昌
男
が
語
る
近
代
日
本

・
も
う
ひ

と
つ
の
知
の
系
譜
」
（５
月
）
、
静
岡
第

一
テ
レ
ビ

・
沼
津
垣
浮
世
絵

（６
月
）
、

テ
レ
ビ
静
岡

「し
ず
お
か
誕
生
物
語
」

（８
月
）
、
浜
松
市
立
博
物
館

「庶
民
の

旅
」
展

（９
月
）
、
沼
津
税
務
署

「税
金

展
」
（１０
月
）
、
市
立
図
書
館

「芹
沢
光

治
良
展
」
「西
浦
展
」
（１０
月

ｏ
ｌ２
月
）
、

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

「戦
争
展
」

（１
月
）
、
市
役
所
総
務
課

「広
島
原
爆

展
」
（１
月
）
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
Ｆ
」

の
町
大
好
き
」

（２
月
）
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ

オ

・
海
軍
技
研
／
愛
鷹
牧

（２
月
）

『沼
津
市
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
史
』
、
『静

岡
県
史
通
史
編
五
近
代

一
』
、
『静
岡
県

史
だ
よ
り
』
第
２４
号
、
『概
説
静
岡
県

史
』
、
『韮
山
町
史
第
１１
巻
通
史
Ｈ
』
、
『韮

山
町
史
の
栞
』
第
２．
集
、
『静
岡
県
の
誕

生
』
、
『歴
史
読
本
』
第
六
八
〇
号
、
池

９

田
理
代
子
『歴
史
の
影
の
男
た
ち
』
、
『
ふ

じ
の
く
に
』
４５
号
、
『芹
沢
光
治
良
と
沼

津
』
、
『正
教
時
報
』
〓

一七
三
号
、
『熱

海
歴
史
年
表
』
、
『鎌
ヶ
谷
市
史
』
中
巻
、

『わ
た
し
た
ち
の
静
岡
県
』
、
『沼
津
市

史
史
料
編
近
代
１
』

４
月
１
日

・
２
日
付
で
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。
館
長
を
兼
務
し
て
い
た

社
会
教
育
課
長
匂
坂
信
吾
に
替
わ
り
、

新
た
に
大
場
章
吉

（前
市
立
病
院
事
務

局
長
）
が
館
長

（嘱
託

・
歴
史
民
俗
資

料
館
長
と
兼
務
）
に
就
任
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

当
館
２
階
の
資
料
閲
覧
室
に
事
務
所

を
置
い
て
い
た
市
史
編
さ
ん
係
は
、
４

月
２．
日
、
静
岡
県
自
動
車
学
校
内

（沼

津
市
東
椎
路
四

一
九
―

こ
　
へ
移
転
し

ま
し
た
。
当
館
の
資
料
閲
覧
室
は
以
前

の
よ
う
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第

４９
号

獅
篠
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
九
二
〓
一〓
壬
壬
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
上
一五
些
一〇
一
八
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